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2023 年 1 月 6 日 

各 位 

株式会社ヤマダホールディングス 

株式会社ヤマダホールディングス（本社：群馬県高崎市、代表取締役会長 兼 社長 CEO：山

田 昇、以下、ヤマダホールディングス）は、2022 年 12 月下旬にフローティングテレビボード

「本校倉/ほんあぜくら」を発売、全国のヤマダデンキ、IDC 大塚家具各店舗（一部店舗を除く）、

およびヤマダウェブコム（当社 EC サイト）にて販売しています。 

テレビスタンドに、インテリア空間に馴染むデザインと収納量を求めるお客様の声にお応えし

て、ヤマダホールディングでは、テレビを壁に掛けたような浮遊感と高級家具の佇まいをみせる

ハイブリッドテレビボード「本校倉/ほんあぜくら」を開発しました。 

 

【製品概要】 

テレビボードの新しいカタチ 

伝統の校倉造りをモチーフに、テレビボード側面まで造り込まれたデザインは収納量もたっぷ

り。テレビを支えるスタンドネックをお部屋の壁に馴染むホワイト系にすることで、まるでテ

レビを壁に掛けたような浮遊感を実現しました。お部屋の空間にあわせてスタンドネックの有

無が選択可能、使用しない場合はスタンダードなテレビボードとしてご使用いただけます。 

 

 

 

 

 

浮遊感を演出するスタンドネック 側面まで続く校倉デザイン たっぷりの収納スペース 

フローティングテレビボードとして スタンダードなテレビボードとして 
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テレビを壁に掛けたような浮遊感と高級家具の佇まい 

フローティングテレビボード「本校倉/ほんあぜくら」発売 
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校倉（あぜくら）デザインとは 

古代建築様式の一つ。木材を井桁(いげた)に積み上げて壁にしたもの。 

奈良時代から平安初期にかけて寺院や官庁の宝庫、倉として多く建て

られた。東大寺の正倉院や唐招提寺の宝蔵、経蔵などが有名。 

【製品特長】 

・高級家具の佇まいと壁掛けテレビのような浮遊感を合わせ持つハイブリッドテレビボード 

・本体は、高級家具製作で実績のある起立木工㈱製（※1） 

・フラップ扉にはソフトダウンステー、引出しにはオートクローズを採用し、スムーズな 

開閉を実現 

・足元の空間はロボットクリーナーの走行が可能な高さに 

・震度７相当の地震にも耐える耐震性（※2） 

・スタンドネックを使用しないでスタンダードなテレビボードとしての使用も可能 

・対応テレビサイズは 55〜85 インチ 
※1 起立木工㈱：創業 100 年余、木の本質を引出すことで「揺るぎないスタンダード」を追求し続ける高級家具メーカー 
※2震度7相当の地震を三次元加震試験機で再現し安全性を確認（すべての環境で耐震性を保証するものではありません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【製品仕様】 

型番 ： YTB2000TKB1 セット / YTB2000TKN1 セット 

サイズ（W×D×H） ： 2000mm X 465mm X 1155-1383mm（スタンド上部） 

重量 ： 58kg 

材質 ： 天然木・天然木化粧合板（ナラ） 

色 ： ナチュラル 

耐荷重 ： 60kg 

対応テレビサイズ ： 55〜85 インチ 

売価 ： 138,000 円（税別）/ 151,800 円（税込） 

※製品詳細は弊社ホームページでご覧ください。 商品発売に合わせ商品情報掲載いたします。 

URL： https://www.yamada-denkiweb.com/ 

※取扱のない店舗がございます。ご注文により、お取り寄せにて対応いたします。 

以上                                                                                      

【発行元】株式会社ヤマダホールディングス 経営企画室 広報課 

TEL：027-345-8947 / FAX：027-345-8948 / E-mail : ymd_kouhou@yamada-denki.jp 

上記記載の情報は、2023 年 1 月 6 日現在の情報であり、今後予告なしに変更されることもありますので、あらかじめご了承ください。 

ロボットクリーナー対応 

便利な背面収納スペース 

カラーは２色（写真はブラウン色） 
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